
第 26代 継 体 天 皇

継
体
天
皇
は
応
神
天
皇
五
世
皇
孫
で
、
近
江
国
高
嶋
郷
三
尾
野
と
い
う
所

で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
御
名
を
男
大
逃
王
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
３
歳
の
時
、

御
父
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
、
御
母
に
従
い
越
前
に
戻
り
高
向
（現
・丸
岡
町

高
椋
）
で
お
育
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
越
前
の
国
は
沼
地
同
然
で
し
た
の
で
、
男
大
逃
王
は
足
羽
山
に

土
地
を
ず
し
て
御
社
殿
を
建
て
、
月
畔
離
勇
彗
喩
を
鵡
っ
て
神
前
に
祈
願
し
、

地
の
理
を
調
べ
て
現
在
の
九
頭
竜
。足
羽
。日
野
の
三
大
川
を
造
ら
れ
、
一二
国

に
水
門
を
開
き
諸
水
を
海
に
流
さ
れ
て
越
前
平
野
が
出
来
ま
し
た
。
人
々
の

住
居
を
定
め
、
耕
種
、
養
蚕
、
採
石
、
製
紙
、
そ
の
他
諸
産
業
興
隆
の
道
を
教

え
ら
れ
、
田
畑
が
開
け
、
五
穀
も
良
く
実
り
、
海
川
交
易
も
栄
え
て
、
人
家
繁

栄
の
土
地
と
な
り
、
天
皇
は
昔
よ
り
越
前
開
間
の
御
祖
神
と
称
え
崇
め
尊
ば

れ
て
き
ま
し
た
。

御
年
五
十
八
歳
に
て
第
二
十
六
代
天
皇
に
御
即
位
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

越
前
の
国
を
離
れ
る
に
当
た
り
、
こ
の
地
を
慕
い
、
ま
た
後
に
残
す
人
々
の

こ
と
を
思
う
あ
ま
り
に
「永
く
此
の
国
の
守
神
に
成
ら
ん
」
と
、
自
ら
の
御
生

た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・つま
く
だ
の
ひ
め
み
こ

霊
を
此
の
宮
に
鎮
め
、
御
子
・馬
末
田
皇
女
を
斎
主
と
し
て
後
を
託
さ
れ
ま

し
た
。
皇
女
は
天
皇
の
御
霊
を
中
央
に
、
大
宮
地
之
霊
を
左
右
に
配
祀
し
、

足
羽
宮
と
称
え
奉
る
こ
と
に
な
さ
い
ま
し
た
。

一
月

二
月

十

一
日
　
　
　
建
国
記
念
祭

中
旬
　
　
　
　
太
子
祭

四
月
　
上
旬
　
　
　
　
桜
祭
り
（お
茶
会
）

十
四
日
　
　
　
足
羽
山
招
魂
社
春
季
例
大
祭

十
四
日
　
　
　
神
幸
祭

十
五
日
　
　
　
春
季
例
大
祭

十
六
日
　
　
　
後
日
祭

三
十
日
　
　
　
大
祓
式
（夏
越
の
大
祓
）

十
五
日
　
　
　
終
戦
記
念
祭

十
九
日

三
十

日

二
十

一
日

二
十

五

日

一十
五
日
　
　
足
羽
山
招
魂
社
秋
季
例
大
祭

飛
騨
高
山
の
国
学
者
、
田
中
大
秀
（本
居
宣
長

門
人
）
は
、
早
く
か
ら
継
体
天
皇
の
御
世
系
を
研

究
し
、
こ
れ
を
世
人
に
広
め
よ
う
と
、
境
内
に
建

設
を
計
画
し
ま
し
た
。

こ
の
碑
は
大
秀
の
門
人
の
橘
曙
覧
を
中
心
に
、

五
十
四
代
宮
司
圭
口包
、
同
門
の
池
田
武
万
侶
、

山
口
春
村
等
が
協
力
し
、
大
秀
没
後
の
弘
化
四

年
十

一
月
２

八
四
七
）
に
建
立
し
ま
し
た
。
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神
社
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務
所
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一十

日

十
五
夜
　
　
　
観
月
祭

第
四
日
曜
日
　
奉
吟
祭

十
月
　

十
五
日
　
　
　
人
形
感
謝
祭

十

一
月

最
終
土
曜
　
　
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭

十
二
月

一
一十
二
日
　
　
天
長
祭

大
晦
日
　
　
　
大
祓
式
・除
夜
祭

ひ
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男
大
述
王
が
、
越
前
か
ら
第
二
十
六
代
天
皇
と
し
て
即
位
を
さ
れ
る
時
に
、

「末
永
く
こ
の
国
の
守
り
神
と
な
ら
ん
」
と
、
自
ら
の
生
き
御
霊
を
鎮
め
て
旅

立
た
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
継
体
天
皇
が
主
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。

大

宮

地

之

霊
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男
大
辺
王
が
、
越
前
で
お
過
ご
し
の
間
に
越
前
平
野
の
大
治
水
事
業
を
さ

れ
た
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
に
朝
廷
に
祀
ら
れ
て
い
る
大
宮
地

之
霊
を
足
羽
山
に
勧
請
し
、
安
全
を
祈
願
し
た
の
が
足
羽
神
社
の
起
源
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

御
曲

緒

福
井
市
足
羽
山
鎮
座
、
式
内
。足
羽
神
社
は
、
継
体
天
皇
御
自
創
の
特
徴

と
、
御
創
立
以
来

一
五
〇
〇
有
余
年
と
い
う
歴
史
と
深
い
信
仰
を
有
し
、
越

前
祖
神
と
称
さ
れ
る
神
社
で
す
。

古
来
朝
廷
を
初
め
、
世
々
の
将
軍
、
国
主
等
に
よ
っ
て
尊
崇
の
祭
典
を
執

り
行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
桓
武
天
皇
、
文
徳
天
皇
、
朱
雀
天
皇
に
お
か

れ
て
は
神
位
を
授
け
ら
れ
、
宇
多
天
皇
に
お
か
れ
て
は
右
大
弁
（律
令
制
の

官
名
）
に
よ
っ
て
、
毎
年
十

一
月
に
十
七
日
間
の
「鎮
魂
祭
斎
行
之
儀
」
を
宣

下
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
世
々
に
御
厨
地
を
置
か
れ
る
な
ど
、
神
田
地
や
臨

時
祭
、
神
職
等
に
関
し
て
、
源
頼
朝
を
初
め
、
将
軍
足
利
家
、
国
主
朝
倉
家
等
々

の
古
文
書
や
国
史
旧
記
等
に
歴
然
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
天
正
兵
乱
の
際
、
社
家
の
多
く
は
滅
び
、
神
田
は
廃
れ
、
神
域
も

わ
ず
か
に
残
る
の
み
と
な
り
ま
す
が
、
柴
田
勝
家
が
こ
の
国
を
治
め
る
に
当

た
り
、
足
羽
の
神
を
深
く
尊
信
し
て
、
社
殿
を
修
理
し
祭
供
を
さ
れ
る
事
に

よ
り
、
著
し
く
そ
の
社
格
を
落
と
す
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
は
国
主
松
平
家
代
々
の
崇
敬
が
深
く
、
神
供
物
と
し
て
毎
年
米
二
十
俵
を

献
じ
た
り
、
創
立
御
鎮
祭
の
年
を
紀
元
と
し
、
五
十
年
毎
に
「勅
許
宣
命
」
並

び
に
「御
農
筆
」
を
受
け
式
年
大
祭
を
斎
行
す
る
の
を
定
例
と
さ
れ
ま
し
た
。

足
羽
神
社
の
御
神
紋
は

「三
光
の
紋
」
と
い
う
非
常

に
珍
し
い
紋
章
で
、
「日
（太
陽
ご
と
「月
」
と
「星
」
を
組

み
合
わ
せ
「○
」
で
岡
ん
で
標
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

御
威
光
の
壮
大
無
辺
を
表
し
て
お
り
、
ま
さ
に
ご
神
徳

を
表
す
の
に
相
応
し
い
御
神
紋
で
す
。

天 然 記 念 物
御 神 紋

御

神
・徳
■

足
羽
神
社
に
は
多
く
の
神
様
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
記
に
関
す
る

祈
願
に
は
、
特
に
尊
い
御
神
恩
を
戴
け
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

継
体
天
皇
　
　
　
　
越
前
開
閥
之
祖
神

産
業
開
発
興
隆
、
商
売
繁
盛
、
工
事
安
全
、

子
授
け
、
安
産
、
子
孫
繁
栄

大
宮
地
之
霊

（坐
摩
神
）
以
下
五
柱
神
の
総
称
。
朝
廷
宮
中
の
守
護
神
。

生
井
神

・
福
井
神

・
綱
長
井
神

丼
戸
の
神
、
水
の
神

阿
須
波
神
　
　
　
足
場
の
神
、
工
事
安
全
守
神
、
一父
通
。旅
行
守
神

波
比
岐
神
　
　
　
門
の
神
、
人
の
出
入
り
を
守
護
、
災
難
除
・厄
除
け

【脇
殿
の
神
】

武
小
廣
岡
押
楯
命

天
園
排
開
慶
庭
命

宇
多
天
皇

耳
皇
子

素
議
鳴
尊

入
穴
持
像
石
神

事
代
主
命

少
彦
名
命

え
び
す
神

大
黒
神

薬
師
神

天
満
宮

【愛
宕
神
社
】

タ

カ

オ

モ

ミ

ジ

〈
襦
井
市
第

一

こ
の
紅
葉
は
、
正
面
参
道
の
石
段

真
ん
中
に
あ
り
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
と

と
も
に
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
銘
木
で

す
。
樹
齢
は
四
〇
〇
年
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、

近
年
も
雪
で
枝
折
れ
が
あ
り
、
そ
の

寿
命
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
数
種
類
の
カ
エ
デ
が

数
十
本
あ
り
、
十

一
月
中
頃
に
な
る

と
真
っ
赤
に
境
内
を
染
め
て
く
れ
ま

す
。
紅
葉
狩
り
に
訪
れ
る
人
や
、
七

五
三
な
ど
の
ご
祈
祷
に
来
ら
れ
る
人

も
、
境
内
の
錦
絵
を
ゆ
っ
く
り
と
楽

し
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

号
指
定
〉

【タ
カ
オ
モ
ミ
ジ
】

主
幹
の
幹
廻
り
　
３
・５
ｍ

樹
高
　
　
　
　
　
１４
ｍ

枝
張
り
　
　
　
　
東
西
１２
ｍ
ヽ
南
北
１４
ｍ

【入
麻
呂
神
社
】

【式
内
社
Ｘ
合
祀
）

シ

ダ

レ

ザ

ク

ラ

〈
福
井
市
第

一
一
号
指
定
〉

【シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
】

主
幹
の
根
廻
り
　
３
・５
ｍ

樹
高
　
　
　
　
　
１２
ｍ

枝
張
り
　
　
　
　
東
西
１９
ｍ
ヽ
南
北
２０
ｍ

宣
化
天
皇
（継
体
天
皇
の
皇
子
）

欽
明
天
皇
（継
体
天
皇
の
皇
子
）

継
体
天
皇
の
皇
子

天
照
大
神
の
弟
（ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
）

大
国
主
神

え
び
す
神

医
薬
の
神

漁
業
、
商
売
繁
盛
の
神

福
の
神
。
農
業
、
縁
結
び
の
神

病
気
平
癒
の
神

菅
原
道
真
公
。
学
問
の
神

足
羽
神
社
に
合
祀
。
火
の
神
、
火
伏
せ
、
鎮
火
。

天
正
四
年
盆

五
七
六
）
北
庄
城
主
・柴
田
勝
家
が
、

一
乗
谷
か
ら
愛
宕
大
権
現
社
を
足
羽
山
に
移
す
。

足
羽
神
社
に
合
祀
。ゆ

り

こ
う
せ

い
し
し

や
く

明
治
維
新
の
元
勲
由
利
公
正
子
爵
が
拝
領
し
た

明
治
天
皇
が
御
即
位
式
に
御
着
用
の
刀
、
東
帯
と

御
鏡
を
祀
り
、
明
治
天
皇
の
御
聖
徳
を
称
え
奉
る
。

足
羽
神
社
に
合
祀
。
万
葉
歌
人
・柿
本
人
麻
呂
命

を
祀
り
、
文
字
の
上
達
、
文
学
。学
問
の
守
神
。

‥ＩＩ
輪
神
社
、
山
方
神
社
、
御
門
神
社
、

な
神
社
、
静
鵬
高こ
志し
神
社

約
二
六
〇
年
間
「足
羽
さ
ん
の
し

だ
れ
ざ
く
ら
」
と
し
て
市
民
に
親
し

ま
れ
て
き
た
銘
木
で
す
。
明
治
三
十

三
年
２

九
〇
〇
）
の
橋
南

の
大
火

や
、
昭
和
二
十
年
の
福
井
空
襲
の
戦

下
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
更
に
は
平
成
十

七
年
十
二
月
十
六
日
、
記
録
的
な
大

雪
の
た
め
東
側
の
枝
二
本
が
折
れ
る

な
ど
の
受
難
で

一
時
樹
勢
も
衰
え
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
回
復
し
て
毎
年

訪
れ
る
人
々
の
目
を
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
妖

艶
な
美
を
浮
き
立
た
せ
て
い
ま
す
。
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